
セルソーティングは、分子生物学、病理学、免疫学、ウイルス学の研
究において基本的な役割を果たします。 東京大学は、Spectrum社のデ
ジタイザを中心とした、超高速（セル当たり32ms）のインテリジェント
な画像活性化セルソータ（IACS）を開発しました。この世界初の高ス
ループット、画像ベースの細胞選別技術は非常に用途が広く、生物科学、
製薬科学、医学、特に癌細胞と非癌細胞のわずかな違いを分類できる機
械ベースの科学的発見を可能にすることが期待されている。
光学、マイクロ流体、電子機器、力学、データ処理など、さまざまな

テクノロジーを利用し、柔軟性と拡張性があり、データ収集、データ処
理、意思決定、ソート操作のためのリアルタイムの自動化された操作を
提供します。
＜参考＞
https://www.cell.com/cell/fulltext/S0092-8674(18)31044-4
＜ビデオ＞
https://www.cell.com/cms/10.1016/j.cell.2018.08.028/attachment/376fe425-
fe7a-44f2-87d7-73ab3cd3af3d/mmc1

主な仕様・特長

＜セルソーティング（細胞分類）＞

概要（東京大学）

デジタイザ M4i.2212-x8

1.25 GS / s 8ビット ４チャネル

アバランシェフォトダイオードからの信号を高速収集。 取得した
データは、継続的に、カードの高速PCIeバスを介して、PCに高速
伝送可能

システム構成

M4i.2212-x8
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